
12月13日(火)、第1回加盟組合代表者会議を開催し、2023春闘
の「基本方針」を中心に議論を深めました。代表者からは「人材
の確保・育成が急務だが、離職が止まらない状況」や、「まずは
生活不安への対応に注力する必要がある」等の意見があげられ、
2023春闘を「産業で働く魅力の向上に、より積極的に取り組む
転換点」と位置付け、「人材の確保・育成・定着につながる働く
環境の整備をめざしていく」ことを全体で確認しました。
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また、同時に開催した第1回トップリーダー
セミナーにおいて、立教大学の首藤 若菜
（しゅとう わかな）教授に「労働組合の役割
について」と題し、労働組合がマクロ・長期
的な視点から賃上げや雇用に関わる問題を
提言することの重要性などについてご講演を
頂きました。
今後も2023春闘議論を深めていきます。

活発に議論を交わす加盟組合代表者

立教大学 首藤教授
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